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高
齢
者
講
座 

 

新
居
浜
保
育
園
の
園
児
と
毎
年
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
も

子
ど
も
た
ち
も
こ
の
日
が
楽
し
み

で
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
講
座
で
す
。 

女
性
講
座 

 

初
め
て
の
陶
芸
体
験
に
楽
し
み

な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。 

家
庭
教
育
講
座 

 

親
子
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

料
理
を
つ
く
り
、
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

生
活
文
化
講
座 

 

多
喜
浜
塩
田
の
歴
史
等
を
学

び
、
ま
た
多
喜
浜
小
学
校
児

童
と
の
交
流
会
を
通
し
て
お

互
い
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
教
室
講
座 

 

今
回
は
小
学
生
が
多
数
参
加
し
て

に
ぎ
や
か
な
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
２４
年
度
の
口
屋
跡
記
念
公
民

館
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
も
計
画

通
り
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
地
域
の
皆
様
の
ご
参
加
ご
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
す
べ

て
の
事
業
に
通
じ
ま
す
が
、
今
年
度
全

国
の
公
民
館
の
目
標
で
あ
る
「つ
ど
い
・

学
び
・結
ぶ
」に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ

し
て
人
間
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

生
き
物
な
の
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
公
民
館
は
地
域
の
人
た
ち
が
集

ま
る
中
核
と
な
る
場
所
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
い
う
輪
の
中
心
に
あ
た
る
場
所

だ
と
言
え
ま
す
。
今
ま
で
参
加
し
た
こ

と
の
な
い 

（ 保育園児との交流会 ） 

 

（ 陶芸教室 ） （ 親子料理教室 ） 

 

（ 多喜浜塩田一日研修 ） 

 

（ スマイルボーリング他 ） 

 三
世
代
交
流
福
祉 

も
ち
つ
き
大
会 

 

三
世
代
が
協
力
し
て
つ
い
た
お
も
ち
を

校
区
の
独
居
老
人
宅
に
、
子
ど
も
達
が

書
い
た
手
紙
を
添
え
て
持
っ
て
い
き
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
に
、
地
域
が
協
力

し
合
え
る
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

防
災
訓
練 

 

隣
近
所
助
け
合
い
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
備
え
る
た
め
に
、
毎
年
実
施

し
て
い
き
た
い
事
業
で
す
。 

北
中
校
区 子

ど
も
絵
画
展 

 

子
ど
も
達
（小
・中
学
生
対
象
）か
ら
絵

を
募
集
し
て
展
示
・審
査
・指
導
等
の
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
・学

校
・Ｐ
Ｔ
Ａ
が
協
力
し
合
い
、
こ
の
事
業
を

よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

先
進
地
研
修 

 

地
域
課
題
で
も
あ
る
「
商
店
街

の
活
性
化
」
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め

に
、
高
知
市
の
は
り
ま
や
橋
商
店

街
に
研
修
に
行
き
ま
し
た
。 

（ 人権講演会 ） 

 

（ 力を合わせてのもちつき ） 

 

（ 緊急避難マップ作成 ） 

 

（ 絵画展・表彰式 ） 

 

（ 研修会 ） 

 

宮西校区人口 

平成２４年１２月末日現在 

人口 男２，４６５人 

女２，７０９人 

計５，１７４人 

世帯数  ２，５８３世帯 

平成２４年９月と比較すると 

人口    ＋ ５３人 

世帯数    ＋ ２７世帯 

くちや 
第３９２号 

平成２５年４月１日 

発行 口屋跡記念公民館 

電話 ３２－８４３０ 

 

と
の
な
い
方
も
事
業
の
基
本
で
あ
る
「学

ぶ
」「生
か
す
」「創
る
」に
今
年
は
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
こ
に
新
し
い
人
々
と

の
出
会
い
や
、
お
互
い
を
支
え
、
助
け
合

う
地
域
社
会
づ
く
り
が
で
き
る
も
の
と

思
い
ま
す
。 

２５
年
度
は
公
民
館
が
こ
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
所
と
い
う
こ
と
を
ふ
ま
え
て

現
在
の
事
業
の
継
続
と
地
域
主
導
型
公

民
館
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
事
業
の
展
開

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆

様
の
豊
か
な
経
験
と
知
識
、
技
能
を
ぜ

ひ
公
民
館
で
発
揮
し
、
皆
様
に
と
っ
て
最

も
身
近
な
学
習
の
場
、
交
流
の
場
と
し
て

公
民
館
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

高
齢
者
・女
性
合
同
講
座 

 

講
師
の
お
話
や
歌
に
、
参
加
者
も

楽
し
み
な
が
ら
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ

事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

三
世
代
交
流
講
座 

 

高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
口
屋
の
歴

史
を
、
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。 

団
塊
世
代 

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座 

 

団
塊
世
代
の
方
が
楽
し
み
な
が
ら
公

民
館
活
動
に
協
力
し
て
い
け
る
事
業

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 （ 座談会 ） 

 

（ 口屋の歴史を学ぶ ） 

 

平
成
２４
年
度
を
振
り
返
っ
て 

 
 

公
民
館
長 

平
野 

繁
市 
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４
月
映
画
会
の
ご
案
内 

日 
 

時 
４
月
９
日
（火
）
１８
：
３０
～ 

場 
 

所 

公
民
館 

２
階
大
ホ
ー
ル 

上
映
映
画 

「ア
ル
ゴ
」（２
０
１
２
年
公
開 

）  

監 
 

督 

ベ
ン
・ア
フ
レ
ッ
ク 

出

演

者 

ベ
ン
・ア
フ
レ
ッ
ク 
他 

 

４
月
は
、
２
月
末
に
見
事
ア
カ
デ
ミ
ー
最
優

秀
作
品
賞
に
輝
い
た
ア
メ
リ
カ
映
画
「ア
ル
ゴ
」

を
上
映
し
ま
す
。
俳
優
ベ
ン
・ア
フ
レ
ッ
ク
の
監
督

第
３
作
目
の
本
作
品
で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
や
「
リ
ン
カ
ー

ン
」な
ど
の
強
敵
を
押
さ
え
て
の
栄
誉
に
輝
い
た

訳
で
す
が
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
映
画
な
の

か
、
ま
た
最
優
秀
作
品
賞
に
な
ぜ
選
ば
れ
た
の

か
、
皆
さ
ん
の
目
で
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
せ 

 

口
屋
跡
記
念
公
民
館 

黒
部 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

３
２
ー
８
４
３
０ 

先
日
、
私
事
で
す
が
大
事
件
が
発
生
し
ま
し

た
。
お
気
に
入
り
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
引
っ
か
け
て

し
ま
い
、
刺
繍
が
入
っ
て
い
る
部
分
が
裂
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。
泣
く
泣
く
購
入
し
た
店
に
持
っ
て

行
く
と
、
洋
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
直
し
を
行
っ
て

い
る
職
人
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

作
業
室
は
看
板
が
出
て
お
ら
ず
、
迷
い
な
が

ら
到
着
し
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
見
せ
る
と
、
「刺
繍

部
分
が
裂
け
た
ん
や
ね
…
。
難
し
い
な
ぁ
。
」と

言
い
、
た
く
さ
ん
の
種
類
の
中
か
ら
、
刺
繍
糸
の

色
を
合
わ
せ
、
大
き
な
虫
眼
鏡
の
よ
う
な
レ
ン
ズ

越
し
に
一
針
一
針
丁
寧
に
拾
っ
て
縫
い
合
わ
せ
て

い
き
ま
す
。
糸
が
切
れ
た
部
分
は
細
い
糸
を
丁

寧
に
結
び
直
し
、
補
強
し
て
く
れ
ま
し
た
。
よ
く

見
な
い
と
裂
け
た
部
分
が
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
綺

麗
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
「完
璧
に
治

せ
な
か
っ
た
か
ら
、
自
分
が
納
得
し
な
い
と
お
金

は
も
ら
え
な
い
。
」と
言
い
代
金
は
受
け
取
っ
て

く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
便
利

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
職
人
さ
ん
が

県
内
に
も
残
っ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。 

 

☆主事補の発見⑲☆ 
 

平成２５年度狂犬病予防注射と犬の登録について 
日 時 平成２５年４月 ６日（土）９：００～９：２５ 中央公園 
       平成２５年４月１３日（土）９:００～９:３０ 口屋跡記念公民館  

※お近くの会場に行けない場合は、他の会場か動物病院で
必ず受けさせて下さい。 

料 金 狂犬病予防注射 ２，８５０円  新規登録  ３，０００円 
・飼い犬も家族の一員です。責任と愛情をもって、最後まで飼いましょう。 
問い合せ 市役所環境保全課 電話６５－１５１２ 

※詳しくは市政だより４月号をご覧ください。 

 

第４６回にいはま春の市民文化祭について 
○芸能の部    場所  新居浜市文化センター 
第１部 ４月 ７日（日） １３：３０～大ホール 

（筝曲・尺八・洋舞・ハーモニカなど） 
第２部 ４月１３日（土） １３：００～中ホール（日舞・民謡・器楽など） 
第３部 ４月１４日（日） １３：３０～中ホール 

（邦舞・銭太鼓・和太鼓・大正琴など） 
第４部 ４月２０日（土） １３：００～中ホール（器楽・詩吟・洋舞など） 
第５部 ４月２１日（日） １４：００～大ホール（市民吹奏楽団） 
入場無料（公民館・市役所に整理券があります。整理券がなくても 
入場できます。） 
なお、口屋跡記念公民館からは、第２部に民謡（若葉会）の皆さん、 

また第４部に、フラダンズ（ハウオリーズ マサコアケタ フラ）の皆さん
が出場されます。ぜひご来場下さい。 
○美術の部    場所   新居浜市郷土美術館 
 期間 前期   ４月１３日(土) ～１８日(木)  

日本画・写真・文芸（短歌・俳句・川柳）・華道 
     後期   ４月２０日(土) ～２５日(木)  

洋画・書道・デザイン・版画 
工芸（陶芸・美術工芸・彫塑立体） 

入場料無料 
ロビー茶会     ４月２０日（土）１０：３０～１５：００ 呈茶料 ２５０円 
＊４月１９日(金)は作品入れ替えのため、展示はありません。 
 

【微小粒子状物質（PM2.5）の注意喚起について】 
                新居浜市環境部環境保全課 

 一日の平均値が１立方メートルあたり７０マイクログラムを超え
ると予測される場合に、注意喚起します。 

１ 注意喚起する時間帯 

  朝８時頃までに愛媛県が市などへ連絡する予定です。 

２ 注起喚起があった日の行動の目安 

  ・なるべく外出や屋外での激しい運動は控える。 

３ お知らせする方法 

  ・防災行政無線・市メールマガジン・市ホームページ 

・市ツイッター ・テレビ、ラジオ等報道機関 

※その他、愛媛県のホームページや環境省ホームページでも、PM2.5

の情報を提供しております。 

４月の行事予定 

８日(月) 宮西小学校入学式 
宮西小学校・北中学校始業式 

   ９日(火) 北中学校入学式  
  １０日(水) 食生活改善料理教室 
  １１日(木) 校区老人会役員会 
  １３日(土) 狂犬病予防接種（公民館）９時～９時３０分 

  １５日(月) 民児協会 
１９日(金) 子育てサークル ひよこっこ（銅夢） 
２６日(金) 自治会長会 
２９日(月) 昭和の日（休館日） 
３０日(火) 見守り推進会 
 

 

フォークダンス（スイング） 月曜日（午後）金曜日（午前） 

社交ダンス（スウィングクラブ） 月曜日・木曜日（午前） 

社交ダンス（小倉グループ） 日曜日（午後） 

社交ダンス（テンダンス） 土曜日（午前） 

リズム体操 金曜日（夜間） 

ハワイアンダンス 水曜日（夜間）木曜日（午後） 

２９スポーツダンス 火曜日（午前）金曜日（午後） 

書道（由源） 不定期（午前・午後） 

書道（由源）初級 月曜日（夜間） 

書道（由源）中級 火曜日（午後）水曜日（夜間） 

少林寺拳法 月曜日・木曜日（夜間） 

ヨガ 月曜日（午前） 

演劇 日曜日・木曜日（夜間） 

手編 火曜日（午後） 

朗読サロン（なでしこ） 水曜日（午前） 

新居浜万葉研究会 第１・第３火曜日（午後） 

映画会 第２火曜日（夜間） 

民謡・民舞・三味線（若葉会） 木曜日（午後）土曜日（午前） 

詩吟（誠和支部） 火曜日（午後） 

詩吟（秀雅支部） 金曜日（夜間） 

ゴスペル 不定期 

興味のあるサークルがありましたら、公民館までご連絡下さい。 

口屋跡記念公民館  電話（０８９７）３２－８４３０ 

【 公 民 館 サ ー ク ル 紹 介 】 

俳 
 

句 

渚
句
会
三
月
例
会
よ
り 

帰
ら
な
い
鳩
の
鳴
き
ま
ね
春
蘭
漫 

松
本 

勇
二 

忘
れ
ら
れ
た
時
間
に
出
合
う
猫
柳 

安
藤 

和
子 

春
愁
の
匙
に
巻
き
取
る
パ
ス
タ
か
な 

神
楽
坂 

リ
ン
ダ 

絹
の
道
歩
き
歩
き
て
利
休
の
忌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

薦
田 

典
子 

蒲
公
英
の
未
来
へ着
地
母
と
な
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

近
藤 

亜
沙
美 

啓
蟄
や
時
々
は
鳴
る
黒
電
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

則
包 

秀
子 

放
課
後
の
賑
わ
い
絡
め
凧
競
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
本 

美
智
子 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

よ
な 

筆
順
の
い
つ
も
あ
い
ま
い
霾
ぐ
も
り 

堀
本 

芳
子 

 

西
原
自
治
会 

太
鼓
祭
り
法
被
新
調 

 

西
原
自
治
会
の
太
鼓
祭
り

か
き
夫
用
法
被
を
新
調
し

ま
し
た
。
法
被
は
、
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
、
宝
く
じ
の
収
入

を
財
源
と
し
た
「一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
の
支
援

を
受
け
て
製
作
し
ま
し
た
。 


